
食パラダイス・農業生産額１千億円推進に向けた令和７年度主要施策 

（検討中） 
令和７年２月７日 

重点項目 要 求 内 容 

①担い手の育

成・確保 

●集落営農・地域計画実現体制強化支援事業 74,741 千円【拡充】 

 ・地域計画実現のため、集落営農組織が将来にわたって集落内の農地を維持・継承

していくために必要な経費に加えて、計画の実行・実現のために必要となる地域

での研修会の開催等を支援する。 

●新規就農者総合支援事業 250,878 千円【継続】 

 ・就農初期に必要な機械施設整備への助成、研修時及び就農初期の生活・営農面で

の負担軽減を目的とした資金や交付金の支給等、新規就農者のニーズにあわせて

段階的な支援を行う。 

●産地主体型就農促進支援事業 23,620 千円【継続】 

 ・地域ぐるみでの新規就農者の受入体制構築を進めるため、産地の将来ビジョンに

基づく新規就農希望者への技術習得研修の開催、優良農地の維持管理、営農開始

に必要な機械・施設整備等を支援する。 

●とっとりの農業で活躍する外国人材モデル形成事業 15,618 千円【新規】 

 ・労働力が必要な時期の異なる県内または県外の複数組織間で外国人材を共同で活

用するモデルを提案・実践し、短期間の外国人材リレー活用について検討する。 

②農業分野に

おける働き方

改革・デジタ

ル社会の推進 

●農業生産拡大に向けたスマート農業推進事業 88,981 千円【拡充】 

 ・スマート農業技術の導入、農業支援サービス事業体の育成を推進するとともに、

スマート機械を効率的に活用出来るよう情報通信インフラの確立を推進する。 

●とっとり農林水産業女子が進める働き方改革推進事業 1,300 千円【継続】 

 ・地域の農林水産業界を牽引する女性リーダーの育成、農経営参画に必要な技能や

資格の習得や働きやすい環境整備の促進等を進め、女性の活躍を推進する。 

③水田農業の

収益性向上 

●攻守の要となる水田農業法人緊急育成事業 100,000 千円【新規】 

 ・水田農業の将来を支え地域の核となる法人の規模拡大・後継者育成に係る取組や

地域農業における先導的な取組を支援 

●県産米活性化支援事業 13,830 千円【新規】 

 ・「星空舞」の更なる生産面積拡大とブランド定着に向けた取組、市場ニーズに応

える特色ある米作り等を支援する。 

●地球温暖化に対応した農業推進事業（水稲技術対策） 3,600 千円【継続】 

 ・イネカメムシ等の防除体制構築、高温障害対策に係る啓発活動及び品種転換に係

る種子増産対策を支援する。 

●米穀施設長寿命化等対策推進事業 6,075 千円【継続】 

 ・水田農業の継続のために必要不可欠な施設を戦略的に再編・機能転換等するため

の研究会の活動や施設の長寿命化、再編等に必要な取組について支援する。 

④園芸産地の

基盤強化 

●主要園芸品目生産振興事業 84,948 千円【組替】 

 ・主要園芸品目のうち特に気象災害や資材等高騰の影響を受けやすい３大品目（白

ねぎ・ブロッコリー・らっきょう）を中心に産地強化施策の県域横展開を図る。 

●地球温暖化に対応した農業推進事業（暑熱対策・新品目実証） 8,844 千円【拡充】

 ・コールドチェーンの確立や熱帯果樹等新規品目の現地実証に係る取組を支援、温

暖化の影響分析や技術対策の検討を行う研究会を実施する。 

●鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業 147,897 千円【継続】（R6 補正） 

 ・県等で開発した従来と同等の強度を有し建設費が安い「鳥取型低コストハウス」

の導入を引き続き推進することで、高収益な野菜・花き・果樹等のハウス栽培品

目の生産振興を加速的かつ戦略的に拡大し、県内園芸産地の活力増進を図る。 

資料２ 



⑤収益性の高

い畜産経営の

実現 

●次世代スーパー種雄牛造成事業 99,559 千円【新規】 

 ・スーパー種雄牛を効率的に造成するための研究や飼育環境の整備及び高能力雌牛

を導入し種雄牛造成の加速化を図る。 

●みるくサプライチェーン強化支援事業 133,334 千円【新規】 

 ・発酵乳等仕向けの生乳を用いた乳製品製造量を増加させるため、オープンイノベ

ーションによる新商品開発や技術の獲得・開発スピードの向上、乳製品製造量増

加に伴う施設の機能向上を支援する。 

●地球温暖化に対応した農業推進事業（酪農養豚養鶏暑熱対策） 19,305 千円【拡充】

 ・省エネ・省力化や従来の暑熱対策を強化するための施設整備・機械導入を支援す

る。 

⑥食パラダイ

ス鳥取ブラン

ドの強化 

●食パラダイス鳥取県ジャンプアップ事業 31,492 千円【新規】 

 ・本県の「食」をテーマに海外の旅行博へ出展・ＰＲ、やきとりＪＡＰＡＮフェス

ティバルを契機とした「鳥」グルメ文化の醸成、牛骨ラーメンを活用した誘客促

進のほか、「食パラダイス鳥取県」を代表する鳥取和牛、とっとりジビエを活用

した旅行プランの造成、高級飲食店での星空舞フェア等を展開し、誘客促進及び

販路拡大の加速化を図る。 

●世界に誇るべき「食パラダイス鳥取県」推進事業 

 ～本県の”食”の磨き上げ、県内外への PR、誘客促進～ 126,721 千円【継続】 

 ・食による国内外からの誘客促進、国内外に向けた魅力発信、県産品のブランド力

向上、販路開拓及び輸出強化を推進する。 

●大阪・関西万博！きなんせ食パラダイス鳥取県発信事業 17,850 千円【新規】 

 ・大阪・関西万博を契機とした国内外の来場者に向けて、本県の「食」を切り口と

した誘客促進及び本県の「食」の認知度向上及び販路拡大を図る。 

⑦輸出強化に

よる新たなマ

ーケットの拡

大 

●国際定期便を活用した輸出促進事業 7,493千円【新規】 

 ・国際定期便を最大限活用し、国際定期便で直接繋がる地域（香港等）や国際定期

航路で繋がる第三国（タイ等）に向けての攻勢を強め輸出拡大を図る。 

●県産牛乳海外販路拡大支援事業 10,000千円【継続】 

 ・生産業者と地域商社が連携し、牛乳を海外に輸出する取組（包装資材の改良、海

外での試飲と広報等による知名度及びブランド価値向上対策）を支援する。 

●世界に誇るべき「食パラダイス鳥取県」推進事業 

 ～県産品（販路・ブランド化・輸出）展開の推進～ 131,787千円【継続】 

 ・国際路線の開設や円安を好機とし、海外に向けた県産品の魅力発信及び県内事業

者の輸出促進活動を支援する。 

⑧中山間地域

など地域農業

の推進と生産

基盤の整備・

保全 

●中山間地域を支える水田農業支援事業 13,221千円【拡充】 

 ・地域計画に位置付けられる多様な担い手による水田維持のため経営規模や利用回

数等の要件を撤廃するとともにスマート農機等の導入支援を追加する。 

●みんなで取り組む農山村保全活動支援事業 13,016千円【継続】 

 ・農村集落が外部の組織と協働で行う「共生の里」の取組や災害発生時の「農山村

ボランティア」による復旧支援の取組拡大を図る。 

●ＤＸを活用した農業水利施設管理推進事業 11,525千円【継続】 

 ・「鳥取県農業水利施設サポートセンター」においてＤＸ化した施設監視による管

理支援を行うとともに、評価委員会において対策方針の検討を行う。 

  



⑨農村地域の

防災・減災対

策の強化 

●ため池安全総合対策強化事業 91,670 千円【継続】 

 ・「鳥取県ため池サポートセンター」の設置による防災重点ため池の監視体制の強

化、ため池監視装置の設置推進や未利用ため池の廃止等を支援する。 

●農地防災事業（公共事業） 564,989 千円【継続】 

 ・農村地域の防災力の向上を図るため、ため池や頭首工などの土地改良施設の防

災・減災対策を実施する。 

●農業収入保険負担軽減緊急支援事業 13,360 千円【新規】（R6 補正） 

 ・収入減少に対応可能な唯一のセーフティネットである農業収入保険の新規及び継

続加入を推進する。 

⑩農とともに

活きる鳥取県 

●フェアいぃ鳥取もっと地産地消推進事業 7,639 千円【拡充】 

 ・「地産地消」と「フェアプライスプロジェクト」の取組を広く県民に周知するこ

とで、地元の農産物への関心や愛着と生産現場への理解を深め、適正価格による

地元の農産物の積極的な購入促進を行う。 

●学校や地域と連携した学校給食ふるさと食材利用促進支援事業 24,964 千円【新規】

 ・子ども達の地元食材への理解を高め、ふるさとへの愛着を深める取組とあわせて、

学校等で提供される給食への県産食材使用率の維持・向上を支援する。 

⑪持続可能な

農業の推進 

●鳥取県みどりの食料システム戦略推進事業 31,347千円【継続】 

 ・「鳥取県みどりの食料システム戦略基本計画」で掲げた令和９年度有機・特別栽

培面積2,000ヘクタール等の目標達成に向けて、技術実証や有機農産物の販路確

保等の取組を総合的に推進する。 

●肥料価格高騰対策事業 5,000千円【新規】 

 ・地域資源（家畜排せつ物等）の活用促進を行うことで、肥料価格高騰による農業

経営への影響を緩和し、化学肥料使用量２割低減に向けた取組の定着を図る。 

 


